
な
ど
も
行
い
、利

用
者
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
施
設

で
あ
っ
た
。

◆
泉
大
津
市「
と

き
め
き
給
食

（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
）」
は
、
学

校
給
食
で
有
機

食
材
を
使
用
す

る
事
だ
け
を
進

め
て
い
る
も
の

で
は
な
く
、「
市

民
の
食
を
守
る
」

「
食
べ
て
健
康
に

な
る
」こ
と
を
主

眼
と
し
て
い
る
。

　

市
民
の
健
康
増
進
に
加

え
、
食
料
危
機
へ
の
備
え
を

目
的
と
し
て
、
令
和
５
年
３

月
に「
安
心
・
安
全
な
食
料

の
安
定
的
確
保
に
関
す
る
構

想
」を
策
定
し
た
。
物
量
的
な

食
糧
危
機
の
み
な
ら
ず
、
価

格
に
お
け
る
食
糧
危
機
も
見

据
え
て
策
定
。
食
糧
確
保
の

方
法
と
し
て
、
日
本
人
の
主

食
で
あ
る「
お
米
」の
確
保
か

ら
始
め
た
。

　
「
と
き
め
き
給
食
」は
、
旬

の
食
材
の
意
味
や
伝
統
食
の

推
進
な
ど
に
重
き
を
置
い
た

　

社
会
文
教
常
任
委
員
会

は
、１
月
21
日（
水
）
に
大
阪

府
大
東
市
の
ネ
ウ
ボ
ラ
ン
ド

だ
い
と
う
、
22
日（
木
）に
泉

大
津
市
の
と
き
め
き
給
食

（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
）、
23

日（
金
）に
奈
良
県
三
宅
町
の

交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

Ｍ
ｉ
ｉ
ｍ
ｏ
を
視
察
し
た
。

◆
大
東
市
ネ
ウ
ボ
ラ
ン
ド
だ

い
と
う
は
、
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー（
大
東
市
立
保
健
医
療

福
祉
施
設
）内
に
あ
る
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
総

合
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

妊
娠
期
か
ら
18
歳
ま
で
の

子
育
て
に
関
す
る
情
報
窓
口

を
一
本
化
し
、
ス
ム
ー
ズ
で

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
切
れ
目

の
な
い
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
相

談
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

最
大
の
特
徴
は
子
ど
も
の

年
代
ご
と
に
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
設
置
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。専
門
知
識
を
持
っ

た
担
当
者
か
ら
的
確

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
受

け
ら
れ
、
安
心
し
て

相
談
で
き
る
体
制
が

整
っ
て
い
る
。

　

日
頃
の
育
児
相
談

や
身
体
測
定
の
ほ

か
、制
作
イ
ベ
ン
ト
や

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
企
画

委
員
会
報
告
（
閉
会
中
の
調
査
）

子育てしやすいまちづくりを目指して

� 社会文教常任委員会

ネウボランドだいとう

大東市視察風景

ときめき給食

り
、
普
段
の
給
食
で
は
食
べ

ら
れ
な
い
よ
う
な
食
材
を
使

用
す
る
事
で
食
に
興
味
を
持

ち
、 

食
育
に
寄
与
す
る
こ
と

も
想
定
し
て
い
る
。

  

学
校
給
食
だ
け
に
と
ら
わ

れ
ず
、
健
康
や
食
育
・
環
境

保
全
・
地
産
地
消
・
農
業
振

興
な
ど
市
民
全
体
を
対
象
と

し
た
食
へ
の
取
り
組
み
に
感

銘
を
受
け
た
。

◆
三
宅
町
ま
ち
づ
く
り
交
流

セ
ン
タ
ー
Ｍ
ｉ
ｉ
ｍ
ｏ
は
、

老
朽
化
や
耐
震
性
に
課
題
の

あ
っ
た
公
共
施
設
機
能（
公

民
館
・
図
書
・
学
童
等
）
を

統
合
し
、
財
政
運
営
の
効
率

化
と
安
全
性
の
確
保
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
施
設
で
あ
る
。

　

同
時
に
、住
民
の
や

り
た
い
こ
と
の
実
現

や
、子
ど
も
を
ま
ち
ぐ

る
み
で
育
て
る
環
境

づ
く
り
、
町
外
フ
ァ

ン
・
地
域
資
源
を
活

か
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出
な
ど
、
ま
ち
の

変
化
を
生
み
出
す
拠

点
と
し
て
の
役
割
も

担
っ
て
い
る
。

　

施
設
で
は
、
マ
ル

シ
ェ
や
講
演
会
、
体
験
型

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
が
多
く

開
催
さ
れ
、
町
外
の
人
々
を

引
き
寄
せ
る
拠
点
と
な
っ
て

い
た
。

　

そ
の
結
果
、
子
育
て
施
設

や
学
び
・
学
童
等
が
集
積
し

た
交
流
の
場
と
し
て
の
認
知

が
進
み
、
令
和
６
年
度
に
人

口
の
社
会
増
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

最
終
的
に
は
、
住
民
一
人

ひ
と
り
の
思
い
や
り
や
可
能

性
を
地
域
の
中
で
形
に
で
き

る「
場
」と
し
て
、
住
民
の
声

に
応
じ
柔
軟
に
成
長
し
続
け

る「
育
て
る
公
共
施
設
」を
目

指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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総
務
産
業
常
任
委
員
会

は
、１
月
15
日（
木
）に
、持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
や
地
域

活
性
化
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め

視
察
を
行
っ
た
。

◆
神
奈
川
県
藤
沢
市
の「
藤

沢
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス

マ
ー
ト
タ
ウ
ン（
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ

ｓ
ａ
ｗ
ａ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
）」
は
、

企
業
と
自
治
体
が
連
携
し
て

整
備
さ
れ
た
次
世
代
型
の
ス

マ
ー
ト
タ
ウ
ン
で
あ
り
、
約

１
０
０
０
世
帯
規
模
の
住
宅

と
商
業
・
福
祉
施
設
を
備

え
た
ま
ち
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
る
。

　

街
全
体
で
は
太
陽
光
発

電
や
蓄
電
池
を
活
用
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
管
理
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
、
平
常
時
の
環
境
負
荷

の
低
減
に
加
え
、
災
害
時

に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
確
保

で
き
る
仕
組
み
が
整
え
ら

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
電
気
自
動
車

（
E 

V
）な
ど
次
世
代
モ
ビ
リ

テ
ィ
の
活
用
や
、
子
育
て
支

援
、
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど

生
活
サ
ー
ビ
ス
に
も
取
り
組

ま
れ
、
住
民
同
士
の
交
流
を

持続可能な社会の実現を目指す
「藤沢SST」と長野県の情報発信
拠点「銀座NAGANO」

総務産業常任委員会

促
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

も
重
視
さ
れ
て
い
た
。　

　

企
業
、自
治
体
、住
民
が
連

携
し
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
や
防
災
対
策
、
生
活
サ
ー

ビ
ス
を
進
め
て
い

る
点
が
特
徴
で
あ

り
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
向

け
た
先
進
的
モ
デ

ル
と
し
て
参
考
に

な
っ
た
。

◆
長
野
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で

あ
る「
銀
座
N
A

G
A
N
O
」
は
、
首

都
圏
に
お
け
る
長

野
県
の
情
報
発
信

拠
点
と
し
て
、県
産

品
の
販
売
や
観
光
情
報
の
発

信
、移
住
相
談
、イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の

来
店
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

物
産
販
売
に
と
ど
ま
ら
ず
、

人
や
情
報
が
集
ま
り
交
流
が

生
ま
れ
る
場
と
し
て
機
能
し

て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

　

地
域
の
魅
力
を
都
市
部
へ

発
信
し
、
交
流
人
口
や
関
係

人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い

く
取
り
組
み
は
、
地
域
活
性

化
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

（
星ほ
し　

哲て
つ

夫お

）

藤沢 SST

三宅町視察風景

自動配送ロボット（藤沢 SST）

　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
内
容

に
つ
い
て
精
査
・
確
認
し
、

坂
城
町
の
各
種
事
業
計
画
・

検
討
の
参
考
と
し
た
い
。

（
宮み
や
い
り入　

健た
け
し誠
）
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